
  

 

                

   

 暑い日がつづき、水筒が手放せなくなる

季節となりました。みなさん、クラスマッ  

チの準備に忙しくなっているころだと思い

ます。熱中症にならないよう十分気をつけ

てください。  

 私は最近、クーラーをわざと止めて扇風

機で生活しています。理由は電気代節約の

ためです。窓を開けて扇風機をつけるだけ

でだいぶ涼しくなるのでオススメです。  

 夏といったら怖い話！！ということで、

昨日本屋に買いに行きました。夜に読んで

しまったので眠れなくなってしまいました。

ベッドの下、ドアの隙間、鏡、トイレなど

全ての物が怖く感じるのはなぜなのでしょ

う。ナゾです。  

        （２－３  図書委員）  

 

 

  

『１６歳、きみと一生に一度の恋をする』    

永良サチ：著  スターツ出版  

                                                                                              

 高１の汐里は、父が離婚してから忙しく

働く母を支えるため、自分のことは後回し

でバイトに明け暮れる生活をしていた。あ

る日、汐里はクールでみんなから距離を置

かれているが、密かに女子の人気を集める

同級生晃と仲良くなる。一匹狼に見えて本

当は優しい晃に汐里は惹かれていくが、彼

は汐里の父の再婚相手の息子で・・・。こ

れは運命に立ち向かうふたりの物語。  

 晃に恋をすることで、母や父そして自分

と真剣に向き合えるようになる汐里。徐々

に弱さもさらけ出せるようになる晃。それ

ぞれの目線で語られている。  

いろいろな壁や葛藤にぶつかりつつも成長

していく二人の結末をぜひ見届けて欲しい。 

        （２－３  図書委員）  

 

 

 

 

 

  

AERA 23.7.3 

 巻頭特集「コンビニ食で健康になる」  

 芸術新潮７月号  

 特集「牧野富太郎」博士の愛したフロー

ラ  

 栄養と料理  ７月号  

 特集「健康になるダイエット」  

 Number 7/6 

  特集「三苫薫の衝撃」  

 蛍雪時代  ７月号  

 特集  伸び悩みを解決！  

 遅れ挽回リスタート術↑  

 Newton 8 月号  

 特集「宇宙とは何か」  

  

 

  

『あした、弁当を作る。』ひこ・田中：著  

               講談社  

 母親の作ってくれた弁当が重たく感じる。 

申し訳なく思う気持ちもあるのに・・・。  

いったい、ぼくはどうなってしまったのだ

ろう？これは成長期？反抗期？  

「わたしはいつもタッちゃんのことだけを

考えて生きているのに。生きがいなのに。」 

ゾクッときた。  

ぼくはどうしてか母親が作った弁当を食べ

たくないと思ってしまった。  

                -本文より - 

 父親が外で働き家計を支え、母親は家事を

専門にして家庭を支えるという役割分担に

疑問を抱いたぼく。自分で弁当を作るとい

うことは、子どもの世話をするという母親

の役割を奪うことだと両親は言う。子ども

の役割は勉強をすること。それは支配では

ないのか。中学生男子の自立の物語。  

  

 NO.３ 

水無月  

（みなづき）  

長井高等学校  
図書委員会  

図書館  

２０２３．６ .  ３０  



 

 


